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緑が丘スポーツ公園施設長寿命化計画策定業務委託 

特記仕様書 

 

 

第１章 総則 

第１条 適用 

本仕様書は、甲府市が発注する「緑が丘スポーツ公園施設長寿命化計画策定業務委託」（以下「本

業務」という。）に適用する。 

２ 本仕様書に明示なき事項等は「設計業務等共通仕様書（山梨県県土整備部、平成３０年１０月一

部改定）」（以下「共通仕様書」という。）を準用するものとする。 

 

第２条 業務の目的 

   本業務における緑が丘スポーツ公園は、甲府市の中心部から至近距離に位置しており、長年にわ

たり総合スポーツ公園として多くの市民に利用されている公園であるが、開設から５０年以上が経

過している中で、スポーツ施設は開設当初より設置されているため老朽化が目立ち、安全性が懸念

されるため、今後も広く市民に利用される公園となるように、公園施設長寿命化計画を策定するた

め、豊富な経験と高い専門知識を有する事業者にこの業務を委託するものである。 

 

第３条 履行期限 

契約締結の日から令和２年２月２８日までとする。ただし、契約締結後１５日（土曜日、日曜日、

祝日等を除く）以内に業務等に着手すること。 

 

第４条 技術者 

本業務の目的を十分に理解したうえで、公園施設長寿命化対策に関する業務の実務経験が豊かな

者及び公園施設長寿命化計画策定実績のある者を技術者として適正に配置するとともに、高度の技

術・知識を有する者を管理技術者及び照査技術者として配置し、監督員に必要な書類を提出するこ

と。 

２ 管理技術者は、過去５年以内に山梨県内の自治体において、公園施設長寿命化計画策定に係る業

務を履行した実績を有し、技術士（総合技術監理部門－建設又は建設部門）の資格を有すること。 

照査技術者は、技術士（総合技術監理部門－建設又は建設部門）及び認定アセットマネージャー

国際資格の資格を有すること。 

また、日本語に堪能（日本語通訳が確保できれば可）で、直接的かつ恒常的な雇用関係（参加申

請日以前３か月以上の継続した雇用関係があること）がなければならない。 

 ３ 担当技術者及び管理技術者は、公園施設長寿命化計画策定業務を担当し、計画策定した実績を有

する者とする。 

４ 担当技術者、管理技術者及び照査技術者は、兼ねることはできない。 

 

第５条 業務実績情報システム（テクリス） 

受注者は、契約時又は変更時において、委託料が５００万円以上の業務について、業務実績情報

システム（テクリス）に基づき、受注・変更・完了時に業務実績情報として「登録のための確認の

お願い」を作成し、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日及び年末年始の閉庁日(以下、閉庁日)

を除き１５日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から、閉庁日を除き１５日以内に、完了

時は業務完了後、閉庁日を除き１５日以内に、書面により監督員の確認を受けたうえで、登録機関

に登録申請しなければならない。 

また、登録機関に登録後、テクリスより「登録内容確認書」をダウンロードし、直ちに監督員に

提出しなければならない。なお、変更時と完了時の間が、閉庁日を除き１５日間に満たない場合は、

変更時の提出を省略できるものとする。 

 

 

 



第６条 業務計画書 

 受注者は、契約締結後１４日（休日等含む）以内に業務計画書を作成し、監督員に提出しなけれ

ばならない。 

２ 業務計画書には、契約図書に基づき次の事項を記載するものとする。 

（１）業務概要       （２）実施方針    （３）業務工程 

（４）業務組織計画      （５）打合せ計画   （６）成果品の品質を確保するための計画 

（７）成果品の内容、部数  （８）使用する主な図書及び基準 

（９）連絡体制(緊急時含む) （10）使用する主な機器 （11）その他 

３ 受注者は、業務計画書の重要な内容を変更する場合は、理由を明確にしたうえ、その都度監督員

に変更業務計画書を提出しなければならない。 

４ 監督員が指示した事項については、受注者はさらに詳細な業務計画に係る資料を提出しなければ

ならない。 
 
第７条 成果物の提出 

受注者は、本業務等が完了したときは、成果物（管理技術者又は配置した照査技術者による照査

報告書を含む。）を業務完了報告書とともに提出し、検査を受けるものとする。 

 ２ 成果物は、電子データ及び紙による資料、記録、報告書等を次のとおり提出する。 

（１）報告書（A4版ファイル綴じ）  ３部 

（２）公園施設長寿命化計画策定報告書（様式０～３）３部 

（３）電子媒体（CD-R）                            ３部 

（４）その他必要資料・データ 1 式 

・電子媒体はＰＤＦ形式とオリジナルデータ形式の２種類を納品する。 

・成果品に文献資料等を引用する際は，著作権侵害等の問題が生じないように、必要な手続きを

踏んだうえで、その出典を明示するものとする。 
 
第８条 関連法令及び条例の遵守 

受注者は、本業務等の実施に当たっては、関連する関係諸法令及び条例等を遵守しなければなら

ない。 
 
第９条 公的資格 

受注者は適切かつ厳格な情報管理及び品質管理を行うため、関係法令や規則等を正しく遵守する   

ほかに、次に示す資格を取得し、業務着手時にその認証を証明する登録証の写しを監督員へ提出す

ること。 

（１）ISMS（情報セキュリティマネジメントシステム） 

（２）ISO9001（品質管理システム） 

（３）JISQ55001（アセットマネジメントシステム） 
 
第１０条 注意事項 

（１）受注者は、本業務の実施に当たり、本市と協議を行い、その意図や目的を十分に理解したう

えで適切な人員配置のもとで進めること。 

（２）受注者は、本業務の全部を第三者に再委託してはならない。 

（３）受注者は、本業務の一部を第三者に再委託するときは、あらかじめ本市に書面により報告し、 

本市の承認を得ること。 

（４）受注者は、甲府市個人情報保護条例（平成１５年条例第４２号）を遵守し、業務上知り得た

個人情報等の秘密を他人に漏らしてはならない。業務終了後においても同様とする。 

（５）成果物の所有権、著作権、利用権は、本市に帰属するものとする。 

（６）本業務により得られた成果物、資料、情報等は、本市の許可なく他に公表、貸与、使用、複

写、漏洩をしてはならない。 

（７）本業務の実施期間中は、新環状・緑が丘アクセス線の計画を踏まえた工程・組織体制を随時

綿密に見直し履行期間を厳守すること。 

なお、履行期間の延長は認めない。ただし、本市が認める特別な理由がある場合は、この限

りではない。 

（８）支払方法は、業務完了後に一回払いとする。 

（９）業務完了後に、受注者の責任に帰すべき理由による成果物の不良箇所があった場合は、受注

者は速やかに必要な訂正、補足等の措置を行うものとし、これに対する経費は受注者の負担と

する。 



第２章 業務内容 

第１１条 作業内容 

本業務は、緑が丘スポーツ公園施設長寿命化計画を策定するため、おおむね次の業務を行 

うこと。 

なお、受注者は、設計図書等に示されていない計画条件を設定する必要がある場合は、事前 

   に監督員の指示又は承諾を受けなければならない。 

（１）計画準備 
本業務の目的及び過去の業務成果等を十分に把握し、合理的かつ効率的に作業を遂行する

とともに、質の高い成果を得るための実施方法、体制、工程など業務履行にあたって必要な
事項を検討立案し業務計画書を作成する。 
また、本業務実施後の新環状・緑が丘アクセス線の計画等を想定した全体工程についても

作成する。 

（２）予備調査 
予備調査は、長寿命化計画の対象とする公園施設について、現地調査により、実際に設置状

況や利用状況、劣化や損傷の状況を把握するために行うものとする。 
①既存資料の収集整理 

既存の公園台帳、図面、遊具点検履歴等の資料を用いて基本情報を整理する。既存資料が
存在しない場合は、現地調査結果を踏まえて整理するものとする。整理した情報については、
後に作成される健全度調査票に入力する。 

②健全度調査票の作成 
健全度調査と健全度判定を実施するための健全度調査票を作成する。健全度調査票は、

様々な情報を管理する票となるため、データベース化して、調査完了後の更新処理の際にも、
手をかけることなく整理することが可能なように作成する。 

③予備調査 
現地調査を行い、設置状況、利用状況、劣化や損傷の状況を把握する。具体的には、施設

の有無（既存資料内容との照合）、写真撮影、劣化や損傷状況の確認を実施する。 
予備調査の結果、予防保全型管理を行う候補施設と事後保全型管理を行う施設とを整理

し、事後保全型管理を行う施設は、以後の健全度調査を実施しないため、予備調査で得られ
た各状況調査結果について、健全度判定に準じた概略判定（A～D）をする。 

（３）健全度調査と健全度・緊急度判定 
健全度調査は、予備調査において予防保全型管理を行う候補の施設に分類された公園施設

を対象に個々の健全度調査を実施する。 
なお、対象施設は、別紙「甲府市緑が丘スポーツ公園 施設数資料」のとおりとする。 

①一般施設 
一般施設の調査は、対象施設の全体及び主要部材について目視等による確認を行い、健全

度調査票の作成、施設位置、数量整理及び写真撮影（周囲の状況、全景、劣化損傷箇所など）
等を行うものとする。なお、必要に応じて、劣化に伴う危険性等を勘案して、利用禁止の判
定をする。 

②遊具 
遊具の調査は、劣化や損傷の状況だけではなく、「都市公園における遊具の安全確保に関

する指針（改訂第２版）（H26.6：国土交通省）」や「遊具の安全に関する規準：JPFA-S2014」
への適合性の確認も併せて行うこと。 

③擁壁 
擁壁の調査は「宅地擁壁復旧技術マニュアルの解説」に準じ、基礎の状況、擁壁の変状形

態としての損傷、ハラミ、出隅部の破壊、ひび割れを目視等により調査を実施する。 
④建築物 

建築物の調査は、特殊建築物等定期点検業務基準、建築物点検マニュアル・同解説に準じ
て目視等により調査を実施する。別途、定期点検調査を実施されている場合は、その調査結
果を活用すること。 

※調査後、健全度・緊急度判定として、公園施設毎の劣化や損傷の状況や安全性などを確認     
し、公園施設の補修又は更新の必要性について、総合的に判定をする。また、その結果に
基づいて、施設の補修又は更新に対する緊急度についても判定する。 

※調査した結果は、健全度調査票に最終的に取りまとめる。 
 



（４）長寿命化計画策定 

公園施設長寿命化計画の策定は、長寿命化のための基本方針、修繕又は改築等の検討、緊急

度の判定、修繕又は改築時期の検討、消耗部材の交換計画、ライフサイクルコストの検討等

について整理し、公園施設毎の公園施設長寿命化計画調書にとりまとめる。 

なお、長寿命化計画は２０１６年度に先行して作成した「甲府市公園施設長寿命化計画策定

業務委託」の内容を十分に理解・把握したうえで、本業務の計画と整合を図り見直しを行っ

て、全体計画を作成する。 

①基本方針の検討 

公園全体の状況と照らし合わせたうえで、公園全体のあり方や個別の施設毎に、長寿命化

のための基本方針を検討する。長寿命化のための基本方針は、予防保全型管理を前提として、

その詳細について検討する。 

②修繕又は改築の工法の検討 

健全度判定で修繕又は改築等が必要と判断された施設について、必要となる概算金額を

算出する。修繕又は改築等に係る工法選定に際しては、消耗部材交換などの維持コストを含

めた長寿命化に資する総合的な経済比較を行って、コスト縮減について検討する。 

③修繕又は改築の時期の検討 

修繕又は改築等は、計画期間内に実施することとし、緊急度の判定及び処分制限期間等を

勘案して時期の検討をする。 

④消耗部材の交換計画 

施設の設置年から消耗部材の交換時期について検討する。 

⑤ライフサイクルコストの検討 

現在の施設保全水準に応じた費用に対する長寿命化による費用を算出し、単年度あたり

のライフサイクルコストの縮減額を公園ごとに算出し、公園施設長寿命化計画調書に整理

する。 

⑥年次計画の検討 

算出した概算費用について年次計画を作成する。計画期間内に生じる費用の総額が財政

負担として過大な場合には、計画期間内に長寿命化対策を実施する 

（５）打合せ協議（４回） 

業務を円滑に進めるため、業務計画書作成時、成果納入時の他、各種会議の開催段階等に打

合せ協議を実施する。 

 

第１２条 打合せ等 

本業務等を適正かつ円滑に実施するため、担当技術者と監督員は常に密接な連絡をとり、業務の

方針及び条件等の疑義を正すものとし、その内容についてはその都度受注者が打合せ記録簿に記録

し、相互に確認しなければならない。 

２ 着手時・業務等の区切り・完成時において、担当技術者・管理技術者・照査技術者と監督員は打

合せを行うものとし、その結果について受注者が打合せ記録簿に記録し相互に確認しなければなら

ない。 

３ 管理技術者は、この特記仕様書に定めのない事項について疑義が生じた場合は、速やかに監督員

と協議する。 

４ 本業務に関する打合せ記録簿の整理は受注者が行い、監督員に提出するものとする。なお、打合

せ協議は、必要性がある場合に随時行い、業務の進捗は定期的に報告する。 



費目 工種種別 細別 数 量 単 位 単 価 金　額 摘　要

1 第1号明細書

60 第2号明細書

2 第3号明細書

52 第4号明細書

3 第5号明細書

1 第6号明細書

3 第7号明細書

210 第8号明細書

23 第9号明細書

5 第10号明細書

3 第11号明細書

2 第12号明細書

2 第13号明細書

2 第14号明細書

1 第15号明細書

1 第16号明細書

1

1

設計業務

予備調査 箇所

健全度調査と健全度・緊急度判定

一般施設Ａ 施設

小型複合遊具 施設

一般施設Ｂ 施設

一般施設Ｃ 施設

遊具Ａ 施設

遊具Ｃ 施設

擁壁 ㎡

建築物（100㎡以下、倉庫等） 施設

建築物（100㎡以下） 施設

建築物（100～300㎡以下） 施設

建築物（300～500㎡以下） 施設

建築物（500～1,000㎡以下） 施設

建築物（その他 1,001㎡以上） 施設

長寿命化計画策定 箇所

打合せ協議 業務

　　直接人件費計 式

印刷製本 式

甲府市



1

1

1

1

1

1

1

1

1 10%

1

電子成果品 式

　　直接経費計 式

　直接原価計 式

その他原価 式

　間接原価計 式

業務原価計 式

一般管理費等 式

設計業務価格 式

消費税及び地方消費税相当額 式

設計業務費計 式

甲府市



第1号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

資料収集と施設管理方針区分 1 箇所 第1号単価表

現地調査 1 箇所 第2号単価表

調査結果等取りまとめ 1 箇所 第3号単価表

計 1 箇所

第2号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

健全度調査 1 施設 第4号単価表

基準等への適合性判定 1 施設 第5号単価表

健全度・緊急度の判定 1 施設 第6号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第7号単価表

計 1 施設

第3号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

健全度調査 1 施設 第8号単価表

基準等への適合性判定 1 施設 第9号単価表

健全度・緊急度の判定 1 施設 第10号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第11号単価表

計 1 施設

予備調査

名称・規格

補正率

健全度調査と健全度・緊急度判定：一般施設Ａ

名称・規格

補正率

健全度調査と健全度・緊急度判定：一般施設Ｂ

名称・規格

補正率

甲府市



第4号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

健全度調査 1 施設 第12号単価表

基準等への適合性判定 1 施設 第13号単価表

健全度・緊急度の判定 1 施設 第14号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第15号単価表

計 1 施設

第5号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

健全度調査 1 施設 第16号単価表

遊具安全基準等への適合性判定 1 施設 第17号単価表

健全度・緊急度の判定 1 施設 第18号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第19号単価表

計 1 施設

第6号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

健全度調査 1 施設 第20号単価表

遊具安全基準等への適合性判定 1 施設 第21号単価表

健全度・緊急度の判定 1 施設 第22号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第23号単価表

計 1 施設

名称・規格

健全度調査と健全度・緊急度判定：一般施設Ｃ

補正率

健全度調査と健全度・緊急度判定：遊具Ａ

名称・規格

補正率

健全度調査と健全度・緊急度判定：遊具Ｃ

名称・規格

補正率

甲府市



第7号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

安全点検調査 1 施設 第24号単価表

遊具安全基準等への適合性判定 1 施設 第25号単価表

健全度の判定 1 施設 第26号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第27号単価表

計 1 施設

第8号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

健全度調査 1 ㎡ 第28号単価表

健全度・緊急度判定 1 ㎡ 第29号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 ㎡ 第30号単価表

計 1 ㎡

第9号明細書

健全度調査と健全度・緊急度判定：建築物（100㎡以下、倉庫等）

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

法令への適合性確認 1 施設 第31号単価表

健全度・緊急度判定 1 施設 第32号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第33号単価表

計 1 施設

名称・規格

健全度調査と健全度・緊急度判定：小型複合遊具

名称・規格

補正率

健全度調査と健全度・緊急度判定：擁壁

補正率

名称・規格

補正率

甲府市



第10号明細書

健全度調査と健全度・緊急度判定：建築物（100㎡以下）

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

法令への適合性確認 1 施設 第31号単価表

健全度・緊急度判定 1 施設 第32号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第33号単価表

計 1 施設

第11号明細書

健全度調査と健全度・緊急度判定：建築物（100～300㎡以下）

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

法令への適合性確認 1 施設 第34号単価表

健全度・緊急度判定 1 施設 第35号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第36号単価表

計 1 施設

第12号明細書

健全度調査と健全度・緊急度判定：建築物（300～500㎡以下）

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

法令への適合性確認 1 施設 第37号単価表

健全度・緊急度判定 1 施設 第38号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第39号単価表

計 1 施設

名称・規格

補正率

名称・規格

補正率

名称・規格

補正率

甲府市



第13号明細書

健全度調査と健全度・緊急度判定：建築物（500～1,000㎡以下）

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

法令への適合性確認 1 施設 第40号単価表

健全度・緊急度判定 1 施設 第41号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第42号単価表

計 1 施設

第14号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

法令への適合性確認 1 施設 第43号単価表

健全度・緊急度判定 1 施設 第44号単価表

調査判定票等取りまとめ 1 施設 第45号単価表

計 1 施設

第15号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

基本方針検討 1 箇所 第46号単価表

修繕又は改築工法の検討 1 箇所 第47号単価表

修繕又は改築時期の検討 1 箇所 第48号単価表

消耗部材の交換計画 1 箇所 第49号単価表

ライフサイクルコストの検討 1 箇所 第50号単価表

長寿命化計画の取りまとめ 1 箇所 第51号単価表

報告書の作成 1 箇所 第52号単価表

計 1 箇所

健全度調査と健全度・緊急度判定：建築物（その他 1,001㎡以上）

名称・規格

補正率

名称・規格

補正率

長寿命化計画策定

名称・規格

補正率

甲府市



第16号明細書

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

業務着手時、成果品納入時 1 業務 第53号単価表

中間時 回 第54号単価表

計 1 業務

名称・規格

打合せ協議

甲府市



第1号単価表

資料収集と施設管理方針区分

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

名称・規格

甲府市



第2号単価表

現地調査

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

名称・規格

甲府市



第3号単価表

調査結果等取りまとめ

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

名称・規格

甲府市



第4号単価表

健全度調査

　一般施設Ａ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第5号単価表

基準等への適合性判定

　一般施設Ａ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第6号単価表

健全度・緊急度の判定

　一般施設Ａ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第7号単価表

調査判定票等取りまとめ

　一般施設Ａ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第8号単価表

健全度調査

　一般施設Ｂ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第9号単価表

基準等への適合性判定

　一般施設Ｂ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第10号単価表

健全度・緊急度の判定

　一般施設Ｂ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第11号単価表

調査判定票等取りまとめ

　一般施設Ｂ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第12号単価表

健全度調査

　一般施設Ｃ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第13号単価表

基準等への適合性判定

　一般施設Ｃ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第14号単価表

健全度・緊急度の判定

　一般施設Ｃ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第15号単価表

調査判定票等取りまとめ

　一般施設Ｃ

10.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第16号単価表

健全度調査

　遊具Ａ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第17号単価表

遊具安全基準等への適合性判定

　遊具Ａ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第18号単価表

健全度・緊急度の判定

　遊具Ａ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第19号単価表

調査判定票等取りまとめ

　遊具Ａ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第20号単価表

健全度調査

　遊具Ｃ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第21号単価表

遊具安全基準等への適合性判定

　遊具Ｃ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第22号単価表

健全度・緊急度の判定

　遊具Ｃ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第23号単価表

調査判定票等取りまとめ

　遊具Ｃ

25.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第24号単価表

安全点検調査

　小型複合遊具

5.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第25号単価表

遊具安全基準等への適合性判定

　小型複合遊具

5.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第26号単価表

健全度の判定

　小型複合遊具

5.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第27号単価表

調査判定票等取りまとめ

　小型複合遊具

5.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第28号単価表

健全度調査

　擁壁

100.0㎡当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

合計

1 ㎡当り 円

名称・規格

甲府市



第29号単価表

健全度・緊急度判定

　擁壁

100.0㎡当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

合計

1 ㎡当り 円

名称・規格

甲府市



第30号単価表

調査判定票等取りまとめ

　擁壁

100.0㎡当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 ㎡当り 円

名称・規格

甲府市



第31号単価表

法令への適合性確認

　建築物（100㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第32号単価表

健全度・緊急度判定

　建築物（100㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第33号単価表

調査判定票等取りまとめ

　建築物（100㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第34号単価表

法令への適合性確認

　建築物（100～300㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第35号単価表

健全度・緊急度判定

　建築物（100～300㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第36号単価表

調査判定票等取りまとめ

　建築物（100～300㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第37号単価表

法令への適合性確認

　建築物（300～500㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第38号単価表

健全度・緊急度判定

　建築物（300～500㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第39号単価表

調査判定票等取りまとめ

　建築物（300～500㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第40号単価表

法令への適合性確認

　建築物（500～1,000㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第41号単価表

健全度・緊急度判定

　建築物（500～1,000㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第42号単価表

調査判定票等取りまとめ

　建築物（500～1,000㎡以下）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第43号単価表

法令への適合性確認

　建築物（その他 1,001㎡以上）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第44号単価表

健全度・緊急度判定

　建築物（その他 1,001㎡以上）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第45号単価表

調査判定票等取りまとめ

　建築物（その他 1,001㎡以上）

1.0施設当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

合計

1 施設当り 円

名称・規格

甲府市



第46号単価表

基本方針検討

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

合計

1 箇所当り 円

名称・規格

甲府市



第47号単価表

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

修繕又は改築工法の検討

名称・規格

甲府市



第48号単価表

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

修繕又は改築時期の検討

名称・規格

甲府市



第49号単価表

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ｂ） 人

技師（Ｃ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

消耗部材の交換計画

名称・規格

甲府市



第50号単価表

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

ライフサイクルコストの検討

名称・規格

甲府市



第51号単価表

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

主任技師 人

技師（Ａ） 人

技師（Ｃ） 人

合計

1 箇所当り 円

長寿命化計画の取りまとめ

名称・規格

甲府市



第52号単価表

10.0箇所当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

技術員 人

合計

1 箇所当り 円

報告書の作成

名称・規格

甲府市



第53号単価表

打合せ協議

　業務着手時、成果品納入時

１業務当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

主任技師 人

技師（Ｂ） 人

合計

1 業務当り 円

名称・規格

甲府市



第54号単価表

打合せ協議

　中間時

１回当り

数　量 単　位 単　価 金　額 摘　要

技師（Ａ） 人

技師（Ｂ） 人

合計

1 回当り 円

名称・規格

甲府市



遊
具

遊
具



■甲府市緑が丘スポーツ公園 施設数資料

項目 施設名 備考 数量 単位 施設種別 対象
水上競技場 照明施設 街路灯 8.0 基 一般施設A ■施設数一覧 総数 予防保全対象

フェンス 289m 2.0 施設 一般施設A 予防保全対象 一般施設A 132.0 60.0
プール 25ｍ、子供プール 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象 一般施設B 2.0 2.0
屋根 休憩施設 3.0 施設 一般施設C 予防保全対象 一般施設C 54.0 52.0
倉庫 2.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象 遊具A 3.0 3.0
管理棟 777.29㎡ 1.0 棟 建築物≦1,000 予防保全対象 遊具B 0.0 0.0

遊具C 1.0 1.0
小規模複合遊具 3.0 3.0

野球場 照明施設 街路灯 6.0 基 一般施設A 擁壁 2.0 2.0
バックネット 91m、88m 2.0 施設 一般施設A 予防保全対象 建築物≦100、倉庫レベル 23.0 23.0
フェンス 489ｍ 3.0 施設 一般施設A 予防保全対象 建築物≦100 5.0 5.0
看板 1.0 施設 一般施設A 建築物≦300 3.0 3.0
バックスタンドの塀 1.0 施設 一般施設A 予防保全対象 建築物≦500 2.0 2.0
門 9.0 施設 一般施設A 建築物≦1,000 2.0 2.0
内野 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象 建築物≧1,000 2.0 2.0
外野 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
外野スタンド 1,400㎡（右翼、左翼） 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
スコアボード 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
中継所 放送室 1.0 棟 建築物≦100 予防保全対象 合計 234.0 160.0
展望台 1.0 棟 建築物≦100 予防保全対象
トイレ 一塁、三塁、センター、本部横 4.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
倉庫 2.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
メインスタンド 1,600㎡（野球場本部276㎡含む） 1.0 棟 建築物≧1,000 予防保全対象
内野スタンド 1,000㎡（右翼、左翼） 2.0 棟 建築物≦500 予防保全対象

陸上競技場 照明施設 10.0 基 一般施設A 予防保全対象
照明施設 街路灯 7.0 基 一般施設A
放送設備 1.0 基 一般施設A
フェンス 555ｍ 3.0 施設 一般施設A 予防保全対象
時計 1.0 施設 一般施設A
トラック 400ｍ 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
フィールド 幅跳び2、砲丸、やり、ハンマー、高跳び、中央部 7.0 施設 一般施設C 予防保全対象
バックスタンド 900㎡ 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
サイドスタンド 1,600㎡ 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
四阿 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
審判席 1.0 棟 建築物≦100 予防保全対象
トイレ 1.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
倉庫 5.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
メインスタンド 2,000㎡（本部344㎡含む） 1.0 施設 建築物≧1,000 予防保全対象

球技場 照明施設 9.0 基 一般施設A 予防保全対象
バックネット 55m、258m 3.0 施設 一般施設A 予防保全対象
フェンス 464ｍ 3.0 施設 一般施設A 予防保全対象
門 1.0 施設 一般施設A
屋根付きベンチ 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
屋根 物置 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
グラウンド ソフトボール、ゲートボール 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
外周積石 約200ｍ 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
得点板 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
倉庫 2.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
トイレ 1.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
擁壁 92m≒100㎡ 1.0 施設 擁壁 予防保全対象

テニスコートA 照明施設 照明 15.0 基 一般施設A 予防保全対象
照明施設 街路灯 10.0 基 一般施設A
フェンス 374ｍ 2.0 施設 一般施設A 予防保全対象
ネット 127m 1.0 施設 一般施設A 予防保全対象
門 2.0 施設 一般施設A
ベンチ 1.0 施設 一般施設A 予防保全対象
テニスコート 6面 6.0 施設 一般施設C 予防保全対象
屋根 倉庫および駐輪場 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
四阿 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
２階建倉庫 詰所（20㎡） 1.0 施設 建築物≦100 予防保全対象
トイレ 1.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
倉庫 2.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
スタンド 約110ｍ 1.0 施設 建築物≦300 予防保全対象
本部席 129㎡ 1.0 施設 建築物≦300 予防保全対象
擁壁 約110㎡ 1.0 施設 擁壁 予防保全対象

テニスコート B フェンス 341ｍ 2.0 施設 一般施設A 予防保全対象
ネット 123m 1.0 施設 一般施設A 予防保全対象
照明施設 街路灯 2.0 基 一般施設A
テニスコート 6面 6.0 施設 一般施設C 予防保全対象
四阿 屋根付きベンチ含む 2.0 施設 一般施設C 予防保全対象
屋根 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
スタンド 85ｍ 1.0 施設 建築物≦100 予防保全対象
トイレ 1.0 棟 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
倉庫 1.0 施設 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象
スタンド 114ｍ 1.0 施設 建築物≦300 予防保全対象

船出広場ほか スプリング遊具 2.0 基 遊具A 予防保全対象
平均台 平均台レベルの遊具 1.0 基 遊具A 予防保全対象
ロープウェイ 1.0 基 遊具C 予防保全対象
複合遊具 全て≦100㎡ 3.0 基 小規模複合遊具 予防保全対象
フェンス 北側98ｍ、広場内46ｍ 2.0 施設 一般施設A 予防保全対象
ベンチ 24.0 基 一般施設A
記念碑 正面、陸上競技場前 2.0 基 一般施設B 予防保全対象
四阿 1.0 施設 一般施設C 予防保全対象
パーゴラ 日陰だな（小規模） 2.0 施設 一般施設C
水飲み場 2.0 基 一般施設C 予防保全対象
管理棟 636㎡ 1.0 施設 建築物≦1,000 予防保全対象
倉庫 1.0 施設 建築物≦100、倉庫レベル 予防保全対象


